平成２２年１２月２１日
生活文化局
引っ越したばかりの若者を狙い、「管理会社の紹介で来た」などと訪問し
高額な浄水器を販売していた事業者に業務停止命令（６か月）
	本日、東京都は、「管理会社の紹介で来た」等と引っ越して来たばかりの若者を信用させて上がり込み、塩素に反応する試薬を使って色の変った水道水を見せて不安にさせて勧誘し、浄水器の販売やリースを行っていた事業者に対し、特定商取引に関する法律（以下「特定商取引法」という。）第８条に基づき６か月間業務の一部を停止すべきことを命じました。
当該事業者は、都の立入調査等に非協力的であったため、必要な調査が実施できませんでした。


１   事業者の概要

事業者名： ブイオーシー株式会社
代表者名： 代表取締役　白倉　章行

本店住所： 東京都墨田区墨田二丁目２番２－６０８号
設　　立： 平成２１年１０月２０日

業務内容： 浄水器（活水器）の販売、リース（訪問販売）

売上高： 約８千万円（１年間、期間不明）

資本金： １００万円

従業員数： １０名　　
２　東京都における事業者に関する相談の概要（平成２２年１２月１５日現在）

　
	平均年齢
	平均契約額
	相　談　件　数

	
	
	２１年度
	２２年度
	合　計

	２５．３歳

（最少２０歳）
	約２９．６万円

(最高３６万円)
	５
	１７
	２２


３　主な勧誘行為等の特徴
（１）新築の賃貸マンションに引っ越して間もない消費者等に、「管理会社の紹介で来ている」又は「水道水の切り替えを行っている」などと言って訪問し、浄水器の販売が目的であることを告げていなかった。
　（２）塩素に反応する試薬を使い、水の色が変化をしたのを見せ「このくらいの濃度だと体によくないですよね」、「他のマンションの水道水と比べても色の変化が強い」等と不実を告げて勧誘していた。
　（３）勧誘時、１月3,000円位で1日だと100円位、ジュース一本分の金額を強調してレンタルやリースの契約を勧誘し、浄水器を設置、契約させていた。契約時には、支払については後日説明すると告げて、支払総額や支払方法等について故意に告げなかった。
　（４）後日、支払方法等の説明のために訪問された時、消費者はリース期間が長期に渡るため支払総額が高額になることを知り、解約を申し出るが、クーリング･オフ期間は過ぎている、浄水器をもう使用しているので解約できない等と言って解約に応じなかった。
	【問合せ先】

担　　当　生活文化局消費生活部取引指導課　

　電　　話　０３－５３８８－３０７３　


４  業務の一部停止命令の内容

平成２２年１２月２２日（命令の翌日）から平成２３年６月２１日までの間（６か月間）、特定商取引法第２条第１項に規定する訪問販売のうち、次の行為を停止すること。

（１）契約の締結についてその勧誘をすること。

（２）契約の申込みを受けること。

（３）契約を締結すること。

５　業務の一部停止命令の対象となる主な不適正な取引行為

	不 適 正 な 取 引 行 為
	特定商取引法の条項

	「マンションの管理会社からの紹介で浄水器の取り付けに来させてもらいに来ました」、「この辺りの水道水の切り替えを行っている」などとインターホンで消費者に告げ、勧誘に先立って、販売目的を消費者に対し明らかにしていなかった。
	第３条
販売目的隠匿

	商品又は役務の種類、商品の販売価格又は役務の対価、商品の代金又は役務の対価の支払の時期及び方法の記載がないなど不備のある書面を交付していた。
	第５条
書面不備

	○　明確な根拠がないにも関わらず、「このまま原水を使用すると今すぐは体に影響はないけれど、年とったときに影響がでますよ」、「このくらいの濃度だと体によくないですよね」、「他のマンションの水道水と比べても色の変化が強い」などと不実のことを告げていた。
○　支払方法に関して、６４回払いに変更ができないにも関わらず、「クレジットカード会社に連絡すれば６４回払いに変更できる」と不実のことを告げていた。

○　全国に支店がないにも関わらず、転勤の可能性がある消費者に対し、「もし転勤になっても支店が全国にありますから大丈夫です」などと不実のことを告げていた。
	第６条第1項
不実告知

	消費者に対し、「後日料金の件は連絡します」、「支払の振込みに関することは、後日伺います」などとのみ告げて、代金の支払の時期及び方法を故意に告げていなかった。
	第６条第２項
重要事項不告知


６　今後の対応

　業務停止命令に違反した場合は、行為者に対して特定商取引法第７０条の２の規定に基づき２年以下の懲役又は３００万円以下の罰金又はこれを併科する手続きを、法人に対しては特定商取引法第７４条の規定に基づき３億円以下の罰金を科する手続きを行う。

【事例１】

平成２２年６月上旬の午後７時過ぎ、インターホンが鳴ったためＡが対応すると、男性営業員が「このマンションの住人から水道水が臭いや水が汚いと苦情が来ていたので、不動産会社からそういう話しを聞いてうちが来ました。水の検査だけでもさせてください。」と言ったため、Ａは水の検査を受けるために営業員を家に上げた。

　営業員は、台所の水道水をコップに取り、塩素濃度を測る薬品をコップの中に入れると、コップの水の色が濃いピンク色に変わったのを見せ、「基準値よりもはるかに濃い色が出た」、「東京の水はもともと汚い水だから、綺麗にする為にたくさんの塩素を使用している。だから、このまま原水を使用すると今すぐは体に影響はないけれど、年とったときに影響がでますよ。」などと言い、浄水器の勧誘を行った。その後、営業員は持参した浄水器を取り付けて同じ検査をし、「基準値内の色になった」「これは、水自体がミネラルウォーターになるんですよ」「体にもいい」と説明し、「この浄水器を６月末まで使ってみて、購入されるか検討してみてください。」と勧めた。営業員は、「金額のことや契約の内容などの詳しいことは６月末に来た時に話す」と言ったため、Ａは試しにそのまま設置しておくことにした。

　約束していた６月下旬の夜、再度訪問した営業員は、Ａの家に上がってくるなり、「このマンションのほとんどの方がこの浄水器を使用されているので、月々３千円、１日に100円で良い水が飲めるのであればお買い得だ。」と言った。

Ａが、Ａの仕事は全国転勤があるため、来年も東京にいるか分からないことを営業員に伝えると、営業員は、「全国に支店があるからその担当の人に全部やってもらえる。サポート面もしっかりしているから大丈夫ですよ。」と言った。

　Ａは、マンションの不動産会社から依頼されて水質検査に廻っている会社なら信用できると思い、契約することを伝えると、営業員が「この浄水器は２０万円になります」と言った。Ａは、月々３千円ということしか聞いていなかったので、支払えないので契約を断った。すると、営業員は「レンタルも可能ですが、最低５年間は解約できません。クレジットカードでのお支払なら多少値引きできます。６４回の分割払にすれば大丈夫ですよ」と、分割手数料の紙を見せながら説得した。提示額を６４回に分割すると、月々の支払額が約３千円になったため断りにくくなり、Ａは仕方なく売買契約書にサインした。その時営業員は、会社としてはクレジットカードを1回払でしか切れないので1回払にしておくけれども、支払の明細が届いたときにカード会社に連絡すれば６４回払に変更ができるとの説明をし、初回請求は８月だと言った。しかし、クレジット会社からは７月に初回請求があり、Ａはクレジット会社に支払回数の変更を申し出たが、６４回払への変更はできなかった。

そこで、Ａは事業者に対し解約を申し出たが、事業者は、解約はできない。お金は支払ってもらうと強硬に言った。

後日、Ａがマンションの不動産会社に電話で確認すると、水質検査を斡旋したり関わったりしたことはないとの回答であった。
【事例２】

平成２２年４月中旬午後２時頃、男性営業員が突然Ｂの自宅に訪問してきた。Ｂが玄関を開けると作業着を着た営業員は、「この辺りの家の水道水の切り替えを行なっている。」と言って、胸につけてある身分証を見せた。Ｂは、引っ越してきたばかりだったため、この男性が水道局関連会社の人で、このアパートが何かの対象になっていると思って家に上げた。

　営業員は、浄水器のパンフレットで商品の説明後、鞄から試薬と表を取り出し、「ちょっと水道水を何かに入れて下さい。」「お宅の水道水はどのくらいの塩素濃度がでますか試してみましょうよ」と言って塩素濃度の検査をした。営業員は、薬品を入れてピンク色に変った水と見比べ、表に書かれている塩素濃度等が書かれている部分を指しながら、「このくらいの塩素濃度だと体に良くないですよね。浄水器を使用した方が良いよ。」と言い、最初に使ったパンフレットを再度見せてきて「この商品を使うと塩素を取り除ける、この商品であれば今持ってきているよ」と言った。

　営業員が浄水器をレンタルで取り付けることができると勧めたため、Ｂがレンタル料金について尋ねると、営業員は「レンタル料金は1か月約3,900円です。１日換算でジュース１本ぐらいの値段です。今であれば取り付けは無料ですよ。」と答えた。Ｂは、１日１本のジュースを購入するくらいの値段であれば安いし、取り付け費用がかからないならばと思い、浄水器をレンタルすることを伝えた。すると、営業員はＢにＡ４の半分ぐらいの大きさの申込書にＢのサインを求め、控えを残し、「後日料金の件は電話します」と告げて帰った。この日、Ｂは契約期間、料金の支払方法及びクーリング･オフに関して一切説明されなかった。

　約束した平成２２年５月上旬午後３時頃、再度営業員が訪問した。営業員は家に上がると、浄水器の料金の話をし、「レンタル料金は１ヶ月3,900円で、掛ける１２で７年契約なので総額が約３５万円です。７年後に買い取るか、もしくは、７年更新の契約が選べます。」と言った。Ｂは、申込書を書いた日はそのような説明が無かったこと、聞いていれば契約しなかったので解約する旨を申し出た。すると、営業員は「訪問販売にはクーリング・オフという制度があるんですが、申し訳ないがその期間は過ぎてしまっています。ですから返品は出来ません。」と説明した。Ｂは、転勤が多いので７年間の契約はできないことを告げたが、営業員は「契約の段階でレンタル７年更新か買い取るという方法があって、その中でもほとんどの人が買い取っていますよ。もし転勤になっても支店が全国にありますから大丈夫です。」と言った。

　Ｂは、どうせ支払うのであれば買い取った方がましだと思い営業員に伝えると、営業員は４月中旬の日付で売買契約書を作成し、４月中旬に交付した申込書の控えは、この契約書と引き換えだと言って回収していった。
【事例３】

平成２２年１月中旬、インターホンが鳴ったため、Ｃが対応すると、男性営業員が「マンションの住人から水道水がカルキ臭い、水がまずいとの問合せが多いということで、マンションの管理会社からの紹介で浄水器を取り付けさせてもらいに来ました。」「他の住人にも取り付けさせてもらっているから」と言ったため、Ｃは管理会社の紹介ならば仕方ないと思い、訪問を了承した。

　営業員は、持ってきた浄水器を付ける前と付けた後の水道水に含まれるカルキの量を比べるためと言って、浄水器を付ける前の水をコップに取り、薬品をコップに入れた。するとコップの水の色が赤くなった。営業員は、その色を見て「他のマンションの水道水と比べても色の変化が強い」と言った。その後、浄水器を取り付けた水を検査すると色が薄いピンクになり、営業員は、カルキが除去されていると説明した。

管理会社の紹介であり、取り付けなければならないと誤認していたＣは、７年間リースを契約した。後日、不審に思い、マンションの管理会社に確認すると、「住人から水が臭いなどの問合せは来ていない」「紹介した記録は全くない」との回答であった。
参考　相談事例














